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１．研究計画の概要 

本研究は、臨床心理士の訓練と職業的成長
を、コンピタンス(臨床心理士の能力)の獲得
と向上、心理専門家としてのアイデンティテ
ィ形成という視点から包括的に捉えること
を目的とする。特に、臨床心理士の職業的動
機、発達的契機となる出来事・困難経験とそ
れらへの対処、個人的生活と職業的生活との
相互作用や葛藤、教育訓練過程における困難
や成長促進体験について明らかにし、またこ
れらと臨床実践への取り組み方との関係を
検討する。そして、こうした発達的知見を統
合し、臨床心理士養成のための大学院におけ
る教育訓練、および、大学院修了後の継続的
教育訓練プログラム改善のための有効な提
言を行うことをねらいとする。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)発達過程について 

臨床心理士の成長過程についてインタビ
ュー調査を行い、結果を質的手法を用いて分
析した。個人としてのライフイベントや他の
大学院生たちとの相互支持の経験などが、主
観的成長感を支える要因になっていること
が示唆された。また、大学院での教育・訓練
における困難体験として、臨床家としての自
信が未だ十分でないと感じながら、日々の臨
床活動に携わらなければならないと感じ、無
力感と同時に失敗への恐怖を抱くという、
“警戒モード”にあることが挙げられた。一
方、大学院時代の臨床訓練における有意義な
体験として、対人的距離感の近い中で、自分
の言動について直ちに指摘やフィードバッ
クを受けるという体験が肝要であることが
示唆された。 

理論的検討として、エキスパート（マスタ
ー）セラピストに関する理論的研究を通して、
初心者あるいは初任者レベルの臨床家が、専
門家としての熟達化を進め、優れた実践家と
して人間的・職能的成長・発達を遂げるため
に必要な要因について考察を行った。 

(2)成長促進的援助について 

 心理職の専門職としての意識（アイデンテ
ィティ）について、臨床心理学を実践活動、
研究活動、専門活動として体系化し、専門職
としての意識の確立が専門活動の主要な教
育目的となることを理論的に示した。そして、
臨床心理学に関連する職業意識の発展過程
における現場研修（インターンシップ）体験
が専門的職業意識の促進に与える役割を検
討するために、医療領域における臨床心理研
修プログラムを作成した。 

 また、大学院修了後の教育訓練・研修に関
して、有用な訓練・研修プログラム作成の一
助とするため、臨床心理専門職を対象とした
ニーズ調査を作成した。 

(3)教育訓練の実際について 

臨床心理士養成のための第 1種指定大学院
ならびに専門職大学院の付属臨床心理実習
施設を対象として、大学院生（実習生）のス
ーパービジョンに関する調査用紙を配布し、
回答を分析した。 

 また、スーパービジョンについて質的に検
討を行うため、スーパービジョンに関するイ
ンタビュー調査を行った。加えて、2 回のス
ーパービジョン・セッションを録画し、終了
後に対人プロセス想起法を用いて、スーパー
ビジョンのプロセスを検討した。 
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３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

異なる発達段階にある臨床心理士を対象
としたインタビュー調査、ならびに、専門家
としての発達の初期段階にある臨床家を対
象とした縦断的調査、スーパービジョンに関
する調査（質問紙による実態調査、インタビ
ュー調査）、対人関係想記法による実際のス
ーパービジョン面接の分析、大学院修了後の
教育訓練・研修に関するニーズ調査の作成を
これまでに行っている。したがって、研究の
大部分については順調に進んでいるという
ことができる。一方、成長促進的な訓練・研
修モデルの実験については、繰り返し募集を
行ったにもかかわらず、実施に必要な研究協
力者（参加者）を得ることができず、実施が
困難であった。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 これまで得られたデータの分析、海外との
比較、大学院での臨床的教育訓練・研修なら
びにスーパービジョンにおける成長促進的
なプロセスと非促進的なプロセスの抽出、さ
らには、大学院修了後の教育訓練・研修に関
するニーズ調査の結果を分析・統合し、それ
らを基にして、大学院在学中の大学院生、な
らびに、修了後数年間の臨床心理士にとって
有益となる成長促進的な訓練・研修モデルの
作成・提言を行う予定である。 
  
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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